
【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】
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事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

いきいき筋トレ体操

1．いきいき筋トレサポーター養成講座　（H31：全11回）
2．いきいき筋トレサポーター交流会及び体力測定　（H31：1回×3会場）
3．フォローアップ研修会　（H31：前期1回×5会場、後期１回）
4．合同調整会議　(H31：1回）
5．いきいき筋トレ体操サポーター活動延べ回数(H31：2,066回)

平成３1年度
（実施内容）

1．いきいき筋トレサポーターの募集、養成講座、フォローアップ研修会及び合同調整会議の開催
2．いきいき筋トレ体操の普及啓発
3．地域活動の場に講師を派遣し、筋トレサポーターによる普及活動を支援
4．普及活動の具体的な課題等を調整する地域活動調整連絡会議の開催

平成２９年度決算額 平成３０年度決算額 平成３１年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

フレイル予防、生活機能低下及び介護予防に効果的な「いきいき筋トレ体操」を市民に普及す
る「いきいき筋トレサポーター」を養成するため、「いきいき筋トレサポーター養成講座」を開催す
る。また、高齢者が元気で活動的に過ごせるように、いきいき筋トレサポーター及び保健師が運
動を通じた健康づくり活動及び介護予防活動を地域において展開する。

事 業 名

担当部名 健康部 担当課名

誰に
（対象者・対

象者数）

運動を通じた健康づくり支援

北市民健康センター

- 1 - 0 - 0

実施方法

1．いきいき筋トレサポーター養成講座参加者
2．いきいき筋トレサポーター
3．いきいき筋トレ体操参加者

実施期間

市民の健康寿命延伸を図るため、フレイル予防及び生活機能の低下予防、介護予防の観点か
ら、市民と協働で運動を通じた健康づくり活動及び介護予防活動を地域において展開する。

事業の内容
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【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
 （受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中
いきいき筋トレサポーターによる普及啓発活動は、市内のほぼ
全域においてボランティア活動として行われており、公平性は
確保されている。

 〔総合評価〕
 （現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

継続参加者の体力年齢は改善されており、フレイル予防、生活
機能低下及び介護予防の効果が得られていることから、事業を
継続する。

　必要性
 （①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

住み慣れた地域で生涯にわたり、心身ともに健康で生き生きと
暮らしていくことができるよう、介護予防に取り組む必要があ
る。「いきいき筋トレ体操」は令和２年4月現在１２０会場で定期
的に実施され市民のニーズが高い。

市民の健康寿命延伸を図るため、フレイル予防及び生活機能
の低下、介護予防の観点から、地域住民が主体的に健康づくり
活動に取り組めるよう本市が支援することが必要である。

　効率性
 （①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか
　　　　　　　　　　　　 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

いきいき筋トレサポーターは市内のほぼ全域においてボラン
ティアで活動しており、費用対効果は高い。

本市と市民である「いきいき筋トレサポーター」が協働で取り組
んでいる。

　有効性
 （期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中

事業当初の参加者は延べ5,239人であったのに対し、平成31年
度の参加者は延べ45,286人であり、いきいき筋トレ体操は広く
市民に普及している。また筋トレ体操参加者の体力年齢は、地
区ごとに差異はあるが実年齢より若く、フレイル予防の効果が
得られている。

目標値

実績値 57,150 55,788 45,286

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 参加延べ人数 単位 人

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

目標値

実績値 2,469 2,336 2,016

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 229 234 306

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 いきいき筋トレサポーターの活動延べ回数 単位 回

受益者数 57,150 55,788 45,286

受益者負担額（千円） 0 0 0

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

事業受益者 市民 市民 市民


